
第 3 部 変 

第 13 話：究極の選択 

美貴子 in 宙敬：「あなたたちの選択は 2 つよ！あたしと宙敬君が入れ替わって、宙敬君が

元のカラダに戻るか、このまま入れ替わった状態でいるか。戻りたいでしょ？自分のカラ

ダに…宙敬君…」 

今度は美貴子が宙敬のカラダで妖艶な笑みで宙敬を誘っている。心配そうに路子 in 宙敬

を見つめる路子 in 美貴子。すると、 

 

宙敬 in 路子：「…ごめん、路子…俺…」 

美貴子 in 宙敬：「やっぱりそうよね…さあ、入れ替わりましょ💕」 

路子 in 美貴子：「ヒロ君…」 

 

 路子 in 美貴子は、哀しそうな顔をしたが、しばらくして笑顔になった… 

宙敬 in 路子：「…俺…路子のカラダにいるよ…美貴子さんにはこのカラダは渡したくない！」 

路子 in 美貴子：「ヒロ君…」 

 路子の表情は、美貴子のカラダに乗り移ってから、一番の笑顔となっていた！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

美貴子 in 宙敬：「何言っているの？女になるのよ？路子ちゃんだって男にカラダを使われ

るよりも、女のあたしが使う方が良いでしょ？？」 

路子 in 美貴子：「美貴子さんよりは…ヒロ君に使ってもらった方が良いです！！あたしも

このカラダのままでもいい！」 

 

美貴子 in 宙敬：「そう…後悔するわよ…あなたたち…あたしは別に宙敬君のカラダでもい

いの💕じゃあ、あたしの魂が宙敬君のカラダに固定される明日まで、このカラダを楽しま

せてもらうわ💕」 

美貴子 in 宙敬は、そう言うと、宙敬の部屋を出て行った。 

 

宙敬 in 路子：「路子…俺…全然気づかなかったよ…」 

 落胆し泣き出す宙敬 in 路子。そこへ路子 in 美貴子が寄り添う。 

路子 in 美貴子：「仕方ないわ…美貴子さんの演技力は、誰にも敵わないから…それに…あ

たしも気づかなかったし…それよりもあたしのカラダのままで良かったの？あたしは…元

に戻れなさそうだから、このままでもいいけど…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 路子 in 美貴子の慰めによって、宙敬 in 路子も徐々にいつもの自分を取り戻していった。 

宙敬 in 路子：「俺…しばらく路子として頑張ってみるよ！路子も元のカラダに戻れるように

俺が何とかするから…」 

 

路子 in 美貴子：「そうね…美貴子さんが試したのと違う入れ替わり方法もあるかもだし…で

もあたしのカラダだってこと、忘れないでね…」 

宙敬 in 路子：「わかってる！路子に近づく男がいたら、俺がこうして撃退してやる！！路子

のカラダは、俺が守る！安心しろ！！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 路子のカラダで張り切る宙敬を路子 in 美貴子は、心配そうに見つめていた…それから 2



人は、入れ替わることができるサイトを手分けして探した。 

第 14 話：希望の光 

すると…それらしきサイトを見つけることができた！！ 

路子 in 美貴子：「あたしが見たサイトとはちょっと違う気がするけど…」 

宙敬 in 路子：「それに入れ替わる相手と手を繋いでいる必要があるって書いてあるな…」 

路子 in 美貴子：「ヒロ君のカラダにいる美貴子さんには、怪しまれて手を繋いでくれなさそ

うね…」 

 

宙敬 in 路子：「まずは俺が路子と入れ替わる！そして美貴子さんのカラダで美貴子さんに近

づけば上手くいくかもしれない…」 

路子 in 美貴子：「確かに美貴子さんの目的は、あたしのカラダみたいだから…あたしのカラ

ダが美貴子さんと接触しなければ安全だけど…それならあたしが…」 

 

 そう言う路子 in 美貴子を宙敬 in 路子が制した。 

宙敬 in 路子：「俺は…路子を安心させてあげたいんだ…俺は、どっちみち女のままだし（笑）」 

 宙敬 in 路子の表情は、元の路子のように優しい表情をしていたが、やはり足は、開いて

おり、その所作から宙敬が自分のカラダにいるのだと路子は実感した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

路子 in 美貴子：「うん、わかった💕ありがとヒロ君💕」 

 お互いの気持ちを確認した 2 人は、手を繋ぎ…「入れ替わりサイト」に名前を書いた。

「宙敬⇔路子」と…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 するとお互いの意識がふわふわとして…抜き取られれるような感覚と共に新しい肉体の

感覚となった。目を覚まして、自分のカラダを確認する 2 人… 

 

宙敬 in 美貴子：「…やった！成功だ！美貴子さんのカラダだ！」 

 美貴子の不安な表情は、宙敬が乗り移ったことで、自信に溢れたものに変わっていた。 

路子：「うん…あたしも元のカラダに戻ってる…」 

 一方の路子の表情は、本来の柔和になり、落ち着いた所作となっていた。 

 

宙敬 in 美貴子：「同じ女だけど、路子のカラダとは違うな…」 

路子：「どんな感じ？ヒロ君？」 



宙敬 in 美貴子：「カラダが路子より重い感じがするし…髪が長くて鬱陶しい…切るか…」 

 そう言い掛けた宙敬 in 美貴子を路子は、全力で引き留めた。 

路子：「流石にそれはダメだよ！借り物のカラダなんだから…あたしが髪をとかしてあげ

るから座って！」 

宙敬 in 美貴子：「いや…俺は…こんなことをしている場合では…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 路子は、嫌がる宙敬 in 美貴子を座らせ、髪を手入れし始めた。しばらくして…ボサボサ

だった髪が綺麗にまとまり、額を見せることで実年齢より 10 歳若返って見えるようにな

った。 

 

路子：「ほら、見て！見違えたでしょ？」 

路子は、宙敬 in 美貴子に鏡を見せた。 

宙敬 in 美貴子：「これが…俺…」 

 



 

第 15 話：イメチェン 

 路子：「美貴子さんだけどね。髪型を変えただけで全然雰囲気が変わるでしょ？あ、足を

開いてそんな表情をしちゃダメ！男性を誘っていると思われるから！」 

宙敬 in 美貴子：「俺は男だから男を誘う訳ないだろ！」 

路子：「誤解されちゃうってことよ！それが嫌ならメイクも変えておこうね！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 路子は、宙敬が乗り移っている美貴子のメイクをナチュラルなものに変えていく。 

路子：「それと女性のカラダを意識しないようにこれに着替えてみて！」 

 路子は、ベージュのセーターと白のパンツを用意した。 

路子：「あたしのだからちょっときついかもしれないけど…」 

 

宙敬 in 美貴子：「俺が…路子の服を着るのか？？」 

路子：「ヒロ君は、今、女性なんだから変じゃないよ。それに今着ているものだと、胸と

おしりが窮屈でしょ？」 

宙敬 in 美貴子：「ちょっと苦しい…わかったよ。」 



 宙敬 in 美貴子は、そう言うと、服とズボンを脱ぎ、路子が持ってきた服に着替えた。 

宙敬 in 美貴子は、なるべく自分のものとなったカラダを見ないようにしていたが、揺れ

る胸の感触にオンナであることを否応がなく意識させられていた。 

路子：「だいぶ雰囲気が変わったよ！ね…これを持って外で写真撮影してみよ💕」 

 路子は、一輪のピンクの花を持ってくると、宙敬 in 美貴子を外に連れ出そうとした。 

宙敬 in 美貴子：「路子…ホントにそんなことをしている余裕は…」 

 

路子：「入れ替わり期限は、あたしとの入れ替わりでリセットされたはずだし、急がなく

ても大丈夫。あたし…美貴子さんには憧れていたんだ…今はだいぶ変わってしまったけど

…出会ったときは、もっと輝いていて…もし入れ替わりが上手くいって、美貴子さんが元

のカラダに戻ったら、こんなことできないから…ヒロ君が美貴子さんでいるうちに…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 路子の想いに宙敬の心も大きく動いた… 

宙敬 in 美貴子：「わかったよ…路子…路子の望み通りにするから…写真撮影に行こう！」 

 2 人は、部屋を出て、近くの公園で写真撮影をした。路子が宙敬に所作を指示する。 



路子：「膝を揃えて…左手を芝生につけて…少し恥ずかしそうな表情をして…」 

路子：「そうそう！ヒロ君は、女の子…美貴子さんだよ～💕乙女の気持ちになって～💕」 

宙敬 in 美貴子：「俺は…女…乙女…」 

路子：「俺じゃないでしょ！わたしって言って💕」 

宙敬 in 美貴子：「わたしは…美貴子…」 

路子は、宙敬が乗り移った美貴子の表情が乙女に変わって行くのを実感していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


